
●  寄附目的欄は①～⑤の中で１つのみ選択してください。
　  ※空欄の場合は①とさせていただきます。

●  ご依頼人の氏名及び、連絡先の電話番号を必ずご記入ください。

●  Emailアドレスをお持ちのかたは、ご記入ください。

●  本学ホームページ等に、お名前を掲載させていただく
　  場合がございます。掲載をご希望されない方は、
　  チェックを付けてください。

●  連絡事項がある場合は、ご記入ください。

みらい

はぐく ききん

未 来を
育む基金
未来を
育む基金

基金のご案内

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げたりし
ないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局
の払込機能付きＡＴＭでもご利用いただ
けます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免
許証等、顔写真付きの公的証明書類のご
提示をお願いする場合があります。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。
・なお、備考欄に「口座払」の印字をし
たものは、通常貯金口座から指定口座へ
の払込みが行われたものです。

この場所には、何も記載しないでください。

収 入 印 紙
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金奈良教育大学基金

大阪
※

（承認番号 大第47071号）

これより下部には何も記入しないでください。

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。

※区分　　　　□個人　　　　□法人・団体

※フリガナ

※おところ　〒　　　－
※電話

※E-mail

※　□卒業・修了生
　　　（卒業・修了年:　　　　年）
　　□在学生・卒業生の保護者
　　□本学の現教職員・元教職員
　　□一般

※寄附情報の公開等:　□ご芳名の掲載を希望しない
　　　　　　　　　 　□寄附金額の掲載を希望しない

※　□①本学全体の活動を充実させるための事業
　　□②学生支援事業
　　□③国際交流及び学術交流事業
　　□④修学支援事業
　　□⑤研究等支援事業
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奈良大学様　パンフレット
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3,000円

●　「F-REGI寄附支払い」により、ご寄附いただけます。
　・クレジットカード決済
　・コンビニ決済
　・インターネットバンキング（Pay-easy)
　 右記QRコードの基金ページより
　 専用サイトにアクセスしてください。
https://www.nara-edu.ac.jp/cooperation/donat
ion/kikin.html#tetsuzuki
　
● インターネットをご利用の場合は、本学がシステム管理
会社からの入金を確認するまでに、お申し込み受付から
約2~3ヶ月のお時間を要します。
● ご寄附の領収日は、お手続き日やカード決済口座から
の振替日ではなく、システム管理会社から本学へ入金され
た日となります。そのため、１0月から12月までにお申し込
みいただいたインターネットでのご寄附にかかる寄附金
控除は、お申し込みを受け付けた年の翌年の所得等から
控除される扱いとなる場合がありますので、あらかじめご
了承ください。
● お申し込み年内での寄附金控除をご希望の場合は、ゆ
うちょ銀行または郵便局での振込によるご寄附の手続き
をご利用ください。

　ゆうちょ銀行または全国の郵便局から、お振込でのご寄附
を受け付けております。添付の振込用紙をご利用ください。

　現在、国立大学の財政はきわめて厳しい状況にあります。
　少子化の進行や社会構造の変化に伴い、大学に求められる役割は
一層高度化・多様化している一方で、運営基盤の安定的な確保は喫緊
の課題となっています。　

　奈良教育大学は、長い歴史と伝統のもと、優れた教員の養成を通じ
て我が国の教育を支えてまいりました。さらに近年では、教育の力に
よって地域創生や社会変革に貢献する大学として、地域や産業界、国
際社会との連携を一層強化しています。子どもたち一人ひとりの豊かな
人生と持続可能な社会の実現に資する教育の創造に向けて、本学の果
たすべき役割はますます重要になっています。　

　こうした志を実現するためには、すべての学生が安心して学び、挑戦
できる環境の整備と、先進的で実践的な教育・研究活動の推進が不可
欠です。「未来を育む基金」は、そのための大切な基盤として、本学の教
育・研究の充実、学生支援の拡充、地域・国際連携の推進などに活用さ
せていただいております。　

　諸物価の高騰など、社会的・経済的情勢がいかに変化しようとも、質
の高い教育と未来を担う教員・教育者の養成は国の中枢であり、本学
の使命でもあります。本基金による皆様からの温かいご支援は、学生た
ちの学びを支え、地域社会の発展に寄与し、ひいては我が国の未来を
切り拓く大きな力となります。　

　どうか今後とも、奈良教育大学の取組に対しまして、より一層のご理
解とご支援を賜り、本学同窓生をはじめ、産業界や地域の皆様から格
別のお力添えをいただきますよう、心よりお願い申し上げます。

　ご寄附の入金を確認した後、「寄附金領収書」を発行いた
します。インターネットでのお手続きの場合、システム管理
会社から入金が確認された後の発行となります。

ゆうちょ銀行または郵便局から奈良教育大学へ入金された日

インターネットでのお手続き

ゆうちょ銀行または郵便局での振込によるお手続き

奈良教育大学長

インターネットでのお手続き

ゆうちょ銀行または郵便局での振込によるお手続き

※事務取扱上、電信振替はご遠慮ください。
寄附目的欄は①～⑤の中で１つのみ選択してください。
※空欄の場合は①とさせていただきます。
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●  寄附目的欄は①～⑤の中で１つのみ選択してください。
　  ※空欄の場合は①とさせていただきます。

●  ご依頼人の氏名及び、連絡先の電話番号を必ずご記入ください。

●  Emailアドレスをお持ちのかたは、ご記入ください。

●  本学ホームページ等に、お名前を掲載させていただく
　  場合がございます。掲載をご希望されない方は、
　  チェックを付けてください。

●  連絡事項がある場合は、ご記入ください。
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・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げたりし
ないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局
の払込機能付きＡＴＭでもご利用いただ
けます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免
許証等、顔写真付きの公的証明書類のご
提示をお願いする場合があります。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。
・なお、備考欄に「口座払」の印字をし
たものは、通常貯金口座から指定口座へ
の払込みが行われたものです。

この場所には、何も記載しないでください。
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これより下部には何も記入しないでください。

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。

※区分　　　　□個人　　　　□法人・団体

※フリガナ

※おところ　〒　　　－
※電話

※E-mail

※　□卒業・修了生
　　　（卒業・修了年:　　　　年）
　　□在学生・卒業生の保護者
　　□本学の現教職員・元教職員
　　□一般

※寄附情報の公開等:　□ご芳名の掲載を希望しない
　　　　　　　　　 　□寄附金額の掲載を希望しない

※　□①本学全体の活動を充実させるための事業
　　□②学生支援事業
　　□③国際交流及び学術交流事業
　　□④修学支援事業
　　□⑤研究等支援事業

@

－　　　　　－

※おなまえ

日

　
　附

　
　印

備
考

千 百 十 万 千 百 十 円口 座 番 号記 号

奈良教育大学基金

2
加
入
者
名

金

　額

ご 

依 

頼 

人

料

　金

備

　考

日　　　附　　　印

様

この受領証は、大切に保管してください。

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

通常払込
料金加入
者  負  担

口
座
記
号
番
号

千 百 十 万 千 百 十 円

おなまえ
※

※

3 2 3

2

2

3 2 3

通常払込料金
加 入 者 負 担

一か
所
の
み
選
択

奈良大学様　パンフレット

破線　ミシン目

k.komori
矢印

k.komori
矩形

k.komori
タイプライター
見本
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